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紹
　
介

尾
崎
千
佳
著
『
西
山
宗
因
の
研
究
』

浅　

井　

美　

峰

本
書
は
、
近
世
初
期
の
連
歌
師
・
俳
諧
師
で
あ
る
西
山
宗
因
に
関
す
る
論

考
を
ま
と
め
た
論
文
集
で
あ
る
。
尾
崎
氏
は
『
西
山
宗
因
全
集
』（
以
下
『
全

集
』
と
略
称
す
る
）
の
編
集
に
携
わ
ら
れ
る
な
ど
、
宗
因
研
究
の
第
一
人
者

で
あ
り
、
そ
の
研
究
の
成
果
が
一
覧
で
き
る
形
に
な
っ
た
の
は
大
変
有
り
難

い
こ
と
で
あ
る
。
宗
因
に
関
す
る
専
論
の
研
究
書
は
こ
れ
ま
で
な
く
、
こ
れ

か
ら
の
研
究
の
基
盤
と
な
る
書
で
あ
る
と
と
も
に
、
宗
因
の
研
究
史
に
お
け

る
大
き
な
一
つ
の
到
達
点
を
示
す
も
の
と
言
え
よ
う
。

本
書
は
、
第
一
部
「
俳
諧
師
宗
因
の
虚
と
実
」、
第
二
部
「
連
歌
師
宗
因
の

実
と
虚
」、
第
三
部
「
西
山
宗
因
年
譜
考
証
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。

第
一
部
は
、
晩
年
の
宗
因
が
俳
諧
か
ら
距
離
を
取
り
、
連
歌
に
再
び
強
い

関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
定
説
（「
宗
因
連
歌
回
帰
説
」）
が
谷

素
外
の
言
説
に
起
源
を
持
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
無
批
判
に
受
容

さ
れ
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
、
宗
因
の
連
歌
俳
諧
に
対
す
る
姿
勢
や
心
境
は

「
確
実
な
資
料
」
を
も
と
に
考
え
て
い
く
べ
き
、
と
す
る
第
一
章
「
晩
年
の
宗

因
―
宗
因
伝
記
研
究
を
め
ぐ
る
覚
書
―
」
に
よ
っ
て
始
ま
る
。
こ
の
問
題
意

識
は
第
一
部
の
み
な
ら
ず
、
本
書
全
体
に
通
底
す
る
と
言
っ
て
良
い
。
す
な

わ
ち
「
確
実
な
資
料
を
積
み
重
ね
上
げ
」
て
到
っ
た
の
が
以
後
の
各
論
考
で

あ
り
、
第
三
部
の
重
厚
な
年
譜
考
証
な
の
で
あ
る
。

第
一
部
の
残
り
の
四
章
で
は
、「
俳
諧
師
」
と
し
て
の
宗
因
を
取
り
巻
く
伝

記
的
問
題
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
第
二
章
「
宗
因
顕
彰
と
そ
の
時
代
」
で
は
、

安
永
期
に
大
阪
・
江
戸
で
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
た
句
集
編
纂
を
は
じ
め
と
す
る

宗
因
の
顕
彰
に
つ
い
て
、
当
時
の
談
林
俳
諧
の
置
か
れ
た
状
況
と
、
そ
の
権

威
付
け
の
問
題
と
し
て
論
じ
る
。
第
三
章
「
宗
因
に
お
け
る
出
家
と
そ
の
意

味
」
で
は
、
作
品
享
受
者
に
応
じ
て
使
い
分
け
ら
れ
た
号
の
在
り
方
等
か
ら

宗
因
の
出
家
の
実
状
を
探
っ
て
い
る
。
第
四
章
「
宗
因
と
伊
勢 

続
貂
」
で
は

宗
因
と
伊
勢
の
関
係
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
る
荒
木
田
氏
富
と

の
関
係
の
み
で
は
な
く
、
連
歌
俳
諧
を
通
し
て
幅
広
い
階
層
の
人
々
と
交
流

が
あ
っ
た
こ
と
を
作
品
・
資
料
に
よ
っ
て
示
し
、「
守
武
流
」
俳
諧
標
榜
の
意

味
を
、
地
方
と
大
坂
を
往
き
来
す
る
宗
因
の
在
り
方
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い

る
。
第
五
章
「
連
歌
師
宗
因
の
俳
諧
点
業
」
で
は
、
宗
因
の
俳
諧
評
に
お
け

る
褒
詞
の
儀
礼
的
性
格
を
指
摘
し
つ
つ
、
宗
因
の
俳
諧
評
点
資
料
の
傾
向
、

俳
諧
師
た
ち
か
ら
批
判
が
出
る
ほ
ど
の
俳
諧
点
者
と
し
て
の
旺
盛
な
活
動
と
、

そ
こ
に
見
え
る
意
識
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

第
二
部
で
は
、
宗
因
の
「
連
歌
師
」
と
し
て
の
活
動
を
、
複
数
の
自
筆
資

料
か
ら
詳
覧
し
、
各
作
品
（
紀
行
文
、
連
歌
）
と
そ
の
読
者
の
問
題
を
描
出

す
る
。

第
一
章
の
「『
肥
後
道
記
』
の
典
拠
と
主
題
」
で
は
、
諸
本
・
構
成
を
整
理

し
、『
源
氏
物
語
』
引
用
か
ら
主
君
加
藤
正
方
の
再
起
祈
願
と
い
う
主
題
を
導

き
、読
者
に
正
方
本
人
と
加
藤
家
旧
臣
を
想
定
し
て
い
る
。
続
く
第
二
章「
陸

奥
行
脚
と
そ
の
紀
行
」
で
も
複
数
自
筆
本
が
残
る
奥
州
紀
行
に
つ
い
て
、
諸

本
の
差
異
（
亡
娘
追
悼
の
百
韻
で
終
わ
る
系
統
と
、
百
韻
が
な
く
天
下
へ
の

祝
意
を
も
っ
て
終
わ
る
系
統
）
は
、
宗
因
自
身
の
手
に
よ
っ
て
読
者
（
贈
り
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主
）に
合
わ
せ
て
結
末
の
内
容
が
改
変
さ
れ
た
た
め
だ
と
す
る
。
第
三
章「
大

坂
城
代
青
山
宗
俊
と
の
交
渉
」
は
、
天
満
宮
連
歌
所
再
興
に
向
け
て
活
動
し

た
宗
因
の
「
連
歌
師
」
と
し
て
の
姿
を
、
大
坂
城
代
と
、
そ
の
下
屋
敷
に
出

入
り
す
る
文
化
人
た
ち
と
の
関
わ
り
に
よ
り
描
い
て
い
る
。
第
四
章「『
明
石

山
庄
記
』
と
『
明
石
浦
人
丸
社
千
句
』」
で
は
、『
明
石
山
庄
記
』
の
想
定
読

者
（
松
平
信
之
）
と
成
立
事
情
、『
明
石
浦
人
丸
社
千
句
』
興
行
の
目
的
（
松

平
信
之
当
厄
祈
禱
）
か
ら
、
大
名
家
と
関
わ
る
宗
因
の
活
動
の
様
相
を
明
ら

か
に
し
得
て
い
る
。

第
五
章
「
主
従
の
連
歌
か
ら
職
業
と
し
て
の
連
歌
へ
―
近
世
武
家
社
会
に

お
け
る
連
歌
の
情
理
―
」
で
は
ま
ず
、
肥
後
加
藤
家
の
文
事
・
政
治
を
取
り

巻
く
状
況
、
そ
こ
に
参
入
す
る
宗
因
の
連
歌
修
行
と
連
歌
事
績
、
加
藤
家
改

易
後
の
正
方
と
宗
因
主
従
の
生
活
、
正
方
に
よ
る
再
士
官
運
動
、
晩
年
の
正

方
に
つ
い
て
記
す
。
そ
し
て
、
正
方
死
後
に
天
満
宮
連
歌
宗
匠
と
し
て
活
動

を
本
格
化
さ
せ
る
宗
因
、
職
業
連
歌
師
と
し
て
の
諸
国
行
脚
、
小
笠
原
家
に

お
け
る
宗
因
連
歌
の
意
義
を
跡
付
け
る
。
丹
念
に
宗
因
の
活
動
と
そ
の
背
景

が
時
系
列
に
沿
っ
て
活
写
さ
れ
て
い
る
。
近
世
武
家
社
会
に
お
け
る
宗
因
連

歌
の
在
り
方
を
、
前
半
生
の
主
従
関
係
に
お
け
る
情
誼
的
側
面
と
、
後
半
生

の
職
業
と
し
て
の
合
理
的
側
面
に
着
目
し
て
描
き
出
し
、
そ
の
姿
勢
が
俳
諧

師
宗
因
へ
と
続
い
て
い
く
と
い
う
視
点
は
、
先
行
研
究
で
固
定
化
し
た
「
連

歌
師
」「
俳
諧
師
」と
し
て
の
位
置
づ
け
を
与
え
ら
れ
て
き
た
宗
因
を
、
連
続

す
る
動
的
な
主
体
と
し
て
位
置
づ
け
る
点
で
画
期
的
で
あ
る
。
こ
の
先
、
宗

因
研
究
に
お
い
て
必
ず
参
照
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
連
歌
史
、

俳
諧
史
、
近
世
文
学
史
に
対
し
て
も
新
し
い
視
点
を
提
供
す
る
論
考
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
第
三
部
は
本
書
の
後
半
三
九
〇
頁
を
占
め
、『
全
集
』
第
五
巻
収

載
の
「
西
山
宗
因
年
譜
」
に
基
づ
き
つ
つ
、
そ
れ
を
増
補
改
訂
し
た
宗
因
の

年
譜
と
膨
大
な
各
事
績
へ
の
考
証
を
収
め
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
二
部
第
三

章
で
描
か
れ
た
大
坂
城
代
青
山
宗
俊
と
の
関
係
の
見
え
る
延
宝
五
年
、
宗
因

七
十
三
歳
の
事
績
は
、
二
十
一
項
目
に
つ
い
て
依
拠
資
料
を
挙
げ
、
判
明
し

て
い
る
限
り
の
解
説
が
付
さ
れ
、
十
六
頁
五
百
行
余
り
に
及
ん
で
い
る
。
年

に
よ
っ
て
増
減
は
あ
る
が
、
宗
因
誕
生
の
慶
長
十
年
か
ら
没
後
一
年
の
天
和

三
年
ま
で
（
一
六
〇
五
～
一
六
八
三
）
の
宗
因
関
係
の
動
向
を
網
羅
し
て
い

る
、
と
書
け
ば
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
伝
わ
る
だ
ろ
う
。

も
ち
ろ
ん
、
驚
く
べ
き
は
そ
の
量
だ
け
で
は
な
く
、
宗
因
の
各
時
点
、
各

地
域
、
各
作
品
で
の
有
り
様
を
厳
密
に
描
き
出
す
考
証
に
あ
る
。「
行
動
」
を

描
く
、
と
著
者
が
述
べ
る
通
り
、
宗
因
が
そ
の
時
に
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
た
の
か
の
動
態
が
年
譜
か
ら
立
ち
現
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。『
全
集
』
未

収
録
の
資
料
に
つ
い
て
も
年
譜
に
増
補
さ
れ
て
お
り
、『
全
集
』
と
本
書
を
並

べ
る
こ
と
で
、
宗
因
研
究
の
進
展
の
第
一
線
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
事
実

の
検
証
な
し
に
虚
構
を
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
す
る
著
者
が
、
静
態

的
文
学
史
で
は
な
く
、
宗
因
と
い
う
人
物
の
生
涯
と
作
品
を
生
き
生
き
と
描

き
出
し
た
好
著
で
あ
る
。
本
書
に
よ
り
令
和
六
年
度
芭
蕉
祭
、
文
部
科
学
大

臣
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
る
。

（
八
木
書
店
、
二
〇
二
四
年
三
月
、
七
〇
四
頁
、
一
二
、
〇
〇
〇
円
＋
税
）

（
あ
さ
い
・
み
ほ　

本
学
准
教
授
）
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